
ＹＳＣを滋賀地方労働委員会に不当労働行為
で斡旋申請をしました。

　組合は、12月25日に『エプソンへの転籍、再
雇用問題』に関してＹＳＣと団体交渉を持ちま
したが、こちらの質問に対する応答は不誠実な
ものでした。そこで組合は今月14日、会社に質
問状（裏面参照）を出し、その回答と団交に応
じるよう申し入れました。 今週、19日には、そ
の返答がありましたが、その中身は「質問状に
は回答しない」、「団交には応じない」という
ものでした。
　組合は、これを不当労働行為に当たるとして
滋賀地労委に『斡旋』を申請しました。 内容
は、「質問状には誠実な回答をすること」、
「団交に対して誠実に応じること」、また、
「団交には社長・役員が出席すること」の３点
です。
　組合はこれまでにＹＳＣと十数回の団交を重
ねていますが、一度も社長・役員の団交出席は
ありません。社員の将来がかかっている問題に
対して、今回、会社がこのような対応をしたこ
とは、親会社のエプソンも含めて、会社として
の資質に問題があるように思われます。

日本IBMを不当労働行為で滋賀県労働委員会
に斡旋申請をしました。

　第二スペシャルプロジェクト（IDT/DTI出向帰
任者）では課員に対して一年以上もまともな仕

事を与えずにe-learningを続けさせ、あげく
に、Ａ担当は、「仕事をやってないのだから評
価はＤ（最低）だ。」と言う始末。
　組合は、一年以上に渡って、本人の適性にあ
った仕事、職場を与えるようＩＢＭに求めてき
ました。しかし、会社は「今月から来月には何
とかしたい（2003年8月団交での会社発言）」と
言うだけで、現在に至っても何ら納得のゆく回
答はありません。
　1月19日、組合は、早く本人の適正に会った仕
事、職場を与えるよう地労委に斡旋申請をしま
した。
　今回の申請は、決して組合員に限定したもの
ではありません。ＩＢＭ帰任者が本人の適正を
欠いた仕事を与えられて、延々とやらせている
姿は、ＩＢＭのリストラのやり方の一つです。
とても、世界に向かって社会貢献をしている会
社のする事とは思えません。非常識です。

組合掲示板について
　健康管理室前（１号ビル２階社員ルーム前）
に組合掲示板が設置され、組合情報を掲示して
います。

ついに、ＹＳＣも早期定年退職募集を開始！！
IBM、関連会社は社員の雇用と職場に責任を持て!

IBMは野洲事業所の工業団地化、

                                    解散路線を止めよ!

    ・ＩＢＭに帰任した社員に、本人の希望を尊重した新しい職場を提示せよ。
　　・ＹＳＣ、日立ＧＳＴへの「移籍」をＩＢＭからの出向に戻せ。

　　　　　 意見は、組合ホーム・ページ ：　http://www.bekkoame.ne.jp/i/jmiu-ibm

　　　　　　　　　　　   組合e-mail ：　jmiu-ibm@i.bekkoame.ne.jp  　　 までお寄せください　
労働相談一般は、滋賀県労働組合総連合　

(Tel.077-521-2536 Fax.077-521-2534 e-mail ： kenroren@mb1.kisweb.ne.jp)　
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